
北海道シニア吹奏楽団 平成２５年度総会議事録

日時： 平成２５年５月１９日（日） １５：００～１７：００

場所： 中村屋旅館

○総会の開催に先立ち、去る2月10日にお亡くなりになられた、林団長のご冥福をお祈りして黙祷を捧げた。

○事務局から団長代行について説明

3月の役員会で中村副団長に団長就任について打診した。中村副団長からは、「林団長の喪が明けるまで、新団長を選

出しなくても良いと思う。当面は規約に則って副団長が団長代行としてやっていく。また、団長就任については、団長と

いう団運営の責任と常任指揮者という音楽面での責任が1人に集中するのは良くない。喪があけるまでの1年をかけて新団

長の選出について規約改正を含めて考えて行けば良いのではないか。」と言うことで、固辞されたことを報告。

○中村副団長挨拶

・大勢の団員の皆さまに総会に参加していただきありがとうございます。

・今年は団創立20周年であり、定期演奏会・祝賀会を前に団の創設者である林先生が亡くなられた事は大変残念であり、

皆様とともにご冥福をお祈りする。

・団創立当時から団を支えてこられた、内田、勘米良、吉元さんらに加え、今年度に入って吉田、三浦さんらベテラン団

員が健康等の理由で退団されたのは残念ですが、大勢の新しい方々の入団は大変喜ばしく、常任指揮者の立場から言え

ば、団の演奏力が着実な向上を皆さんも実感していることと思う。

・練習場の移転については事務局長の尽力と多くの団員のご協力によって無事終了したことに感謝する。

・実行委員会により創立20周年演奏会、祝賀会の準備が進められているが、その成功のため皆様のご協力をお願いする。

・団長代行として役員会の要請と規約により副団長に鈴木隆起氏を指名します。

○総会資格審査

総会出席は28名で（総会開始時で25名、10分程度遅れで予定者全員の入室）、委任状を提出者が21名、合わせて49名。

団員は50名であるので過半数を超えており、総会は成立。

○議長の選出

事務局から柿岡さんの推薦があり、満場の拍手で選出され。

○議案第1号「平成24年度の事業報告」、議案第2号「平成24年度決算報告」について事務局長から報告。

・平成24年度事業報告については、年度末時の団員現況、第19回定期演奏会実施状況、年間の練習実施状況、育児支援サ

ービス実施 状況、楽器・楽譜など備品購入状況について報告。

なお、第19回定期演奏会について実行委員会（ホルンパート）の藤田氏から概要、育児支援サービスの概要について石

田理事から、それぞれ報告があった。

○第2号議案の平成24年度決算報告を配付の資料により説明した。（詳細は省略）

○監査報告は、廣瀬監事から「適性にに処理されており、問題はありません」と結果報告された。

○質疑は特になく、議案第1号、議案第2号共に拍手多数により承認された。

○議案第3号「平成25年度の事業計画」、「平成25年度予算案」について事務局長から説明。

※平成25年度事業計画について、

・第20回定期演奏会はクラリネットパートの実行委員会で開催。実施日は、平成25年10月20日(日)かでる２･７「かで

るホール」開演13:00。

・第21回定期演奏会の開催に向けて実行委員会がスタート。実行委員会はトロンボーンパート。実施日は平成26年10月

5日（日）かでる２･７「かでるホール」

・平成25年度の練習計画について、原則月2回で全27回を計画。定演直前の9,10月に集中練習。

・北部方面音楽隊によるパート別演奏技術研修を実施する。

・団創立20周年記念事業（祝賀会）の開催

第20回定期演奏会の打上と合わせて開催する。実行委員会はクラリネットパート。



実施日は、平成25年10月20日(日) ＫＫＲホテル札幌 17:30～

・地域との交流について

・シルバーハイツ札幌様からの依頼演奏 予定日：平成26年2月11日（火）

・演奏依頼などに対しては積極的に対応していく。

・その他

・練習会場について

今年度については練習場として豊水会館の予約済み。楽器倉庫は、日常練習に使用するものは、豊水会館館長さん

のご好意により、地下ボイラー室が無償で提供されている。その他の物品については、山田理事の尽力により倉庫

の1室を無償で提供された。楽器倉庫を兼ね備えた練習場については継続して探すこととする。

・育児支援サービス（託児サービス）については今年度も継続。予算はシッター代金の半額団負担、豊水会館の託児

室の借用代を含めて10万円を計上。25年度からは運用をお母さん達で実施。

・備品購入について、楽器はサスペンデット・シンバルの購入。その他、パーカッション類のケース、収納袋、カバ

ー等を整備。

・第20回定期演奏会及び創立20周年記念祝賀会の概要について、阿部（薫）実行委員から概要説明があった。

日時は10月20日13時開演の予定。小学生との共演は行わない。ステージは3部構成で、第1部は「お祝いのステージ」

とし、メイン曲はワーグナーの生誕200年にちなんで「ニュルンベルグのマイスタージンガー」を選んだ。第2部は「挑

戦、お客様に感謝のステージ」とし、団員の編曲による木管、金管アンサンブル、及びジャズ、お楽しみクイズは新

趣向の2曲同時演奏曲当てクイズを考えている。3部は「旅立ちのステージ」とし、「震災を忘れない－感謝－希望」

をテーマにして、メインの曲は中村団長代行に委嘱した「輝け・シニア」。

また、2,3部ではオリジナル衣装（半袖ポロシャツにシニアのロゴ入）団員は1000円程度の負担になる。ステージマ

ネージャーは、Tpの鈴木さんにお願いして、早い段階から実行委員会に加わって頂いている。司会者に関しては外部

にお願いする予定だったが、色々と折り合いがつかずフルートの高橋幸恵さんに担当して頂くことになった。エキス

トラはパーカッションのみで3名を考えている。

記念祝賀会については演奏会終了後の17:30～でＫＫＲホテル札幌で実施。シニア創設に関わった方々や功労者、こ

れらの方々や団員のご主人や奥さん達も招待したいと考えている。

また、20周年記念誌の発行も検討している。これはTpの古川さんに担当をお願いしている。

・第21回定期演奏会の実行委員会立ち上げについて、トロンボーンパートの石川さんから「検討を始めたばかりだが、

メンバーが3人しかいないこともあり、皆さんのご協力をよろしくお願いしたい」との報告があった。

※平成25年度予算案について

・収入の部は、例年通りの団費収入、演奏会収入の他に、祝賀会収入（会費）があり、前年度繰越金と合わせて合計25

4万円の収入を見込んだ。

・支出の部について、練習会場費は豊水会館借用（3回程度はリフレ・サッポロ借用）と楽器運搬費で34万円を計上し

た。育児支援経費は24年度同様にシッター代の半額は団費負担。さらに、豊水会館では託児室が必要になるが、この

ための会議室借用予算を含めて10万円を計上。25周年事業積立として本年度から毎年10万円を積み立てる。

※質疑については

・第20回定演で第2,3部にＴシャツ衣装を使うことについて、エキストラ分についての質問があったが、実行委員会か

ら10着分用意するとの回答。

・第22回定演の実行委員会はユーフォ、チューバ、パーカスだが、メンバーは少なく経験者も少ないのでトロンボーン

パートと合同にはならないのか？ との質問があった。役員から、これまで人数の少ないパートであっても他の団員

に加わってもらって実行委員会を立ち上げてやってきている。今後も当然ながらお手伝いはするので、とにかくパー

ト1巡するまでは計画通りにやっていくべきとの回答。

・また、現在の実行委員会が１巡した後、次の実行委員会をどういう体制で行っていくのかをそろそろ決めなければな

らない。平成27年度の演奏会で1巡するが、例年であれば28年度の実行委員会の活動は27年度の頭初から始まるので、

26年度つまり来年の総会では次の実行委員会の体制について決めなければならないと持っている。ちなみに、今年の



夏頃にアンケート調査を行ったが、ほとんどの方はこれまで同様にパートでやるべきとの回答だった。 と説明。

※その他の質疑はなく、議案第３号、議案第４号共に拍手多数により承認された。

○第５号議案の役員改選について事務局長から説明

・任期満了の役員は、理事（石井、高橋、長土居）3名、監事（山田）1名である。皆さん役員を継続して下さるとの意志

表明を頂いているので役員改選はありません。

・質疑はなく拍手多数で原案通り承認。また、副団長については総会承認の必要は無いが、改めて紹介し、拍手を頂いた。

・団長選出に関する規約改正について

規約見直し担当の廣瀬理事から、今後のスケジュールなどについて報告があった。

団長の選出について、現在の規約では「役員による互選」となっているが、団員に開かれた形で団長選出を行うために

規約改正を行いたいと思っている。スケジュールは、団員から数名の委員を選んで委員会を立ち上げ、早い段階で改正

案を作成して総会に図りたい。

また、事務局から、来年の定期総会で規約改定を行ったのでは、団長選出に更に1年必要にあり、新しい団長選出に

2年掛かってしまう。規約の改正案が出来上がったところで、臨時総会を開いて規約を改正し、定期総会にて団長を選

出するスケジュールにしなければならない。との報告があった。

○その他

・財産状況について

古川理事から財産状況について報告があった。3月末にセミナーセンター楽器倉庫に於いて財産の調査を行った。団

創立当時から使用していた小振りのバスドラムが見あたらない。オークラホールからの移転時に廃棄された可能性があ

る。現在使用している、大型のバスドラムと差し替える。昨年度購入したスネアドラム、可搬型指揮用譜面台、林団長

のご遺族から寄贈されたファゴット、アルトサックス、クラリネットを財産目録に登録した。

また、倉庫移転に伴い置き場所がなくなった譜面台収納棚、ティンパニー収納台、ビブラフォン収納台、スチールロッ

カー（1台）は解体・廃棄したので目録から削除する。

○議長解任について

以上で、予定されている全ての審議事項について終了した。これにて柿岡議長を解任した。

○その他

・鈴木新副団長の挨拶

中村先生から直接、副団長就任の話しがあった。6月一杯で退職の予定であり、7月以降は時間的に多少なりとも余裕

が出来るので、中村先生のお手伝いが出来ればと思い、引き受けることにした。そういうこともあって、任期の2年で

退任と言うことではなく、永い期間で団の事に色々と関わって行けたらと思っている。

来年に向けて色々と懸案もあるようだが、皆さんと一緒にやっていきたい。よろしくお願いします。


